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日本の国土のおよそ７割を占める森林において、
その７０％は里山林と推定されており、我が国
における重要な生態系要素としての認識が高ま
りつつある．近年、管理放棄による里山生態系
の悪化が進行しており、里山生態系サービスの
持続的活用を目的とした里山生態系の再生手法
の開発が急がれている．
　長野大学が立地する上田市塩田平は、年間降
水量が極めて少ない（＜1000mm/年）という気候
特性を持つため、古くから農業用のため池が数
多く造成されており、ため池は地域住民にとっ
てなじみの深い景観要素の一つであるといえる．
いくつかのため池は森林の保水機能を利用して
里山林内に造成されている．このような林内の
ため池は、生物の生息環境の多様性を創出し、
それに伴い里山における生物多様性を増加させ
ることが予想される．
　今回、森林内水域が里山の生物多様性ならび
に生態系サービスの向上にもたらす効果を検討
するため、長野大学が所有する里山林において、
伝統的な造成技法を用いてため池を造成し、た
め池内およびその周辺の生物相調査を行ったの
で報告する．
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方 法

ため池造成—ため池の造成は長野大学が所有する里山林（6.5 ha）において2008年6月から2009年9
月にかけて行われた．計106人の長野大学学生が大学の授業の一環としてため池づくりを行った．本学
が立地する塩田平に伝わる伝統的なため池づくりの技法が取り入れられた。ため池の造成にあたり、伝
統的なため池づくりの技法について知識・技術を持つ3名の地域住民によってサポートを受けた．
ため池の生物相のモニタリング—ため池が里山林の生物多様性の増加に及ぼす効果を明らかにするため
に、ため池内及び周辺の水生生物相ならびに陸生生物相の調査が2008年6月から2009年12月にかけて
およそ1週間に1度行われた（2009年1月-3月及び8月を除く）．ため池内の5地点において、たも網を
用いて水棲生物の採集を行った．ほ乳類によるため池の利用は、池周辺に設置されたセンサーネットワー
クカメラによる撮影とため池周辺の足跡調査により調べられた．

■里山林に造成されたため池は、林内の生物多様性
および生態系サービスを向上させた．
■里山再生の手法に、自然資源の利用に関わる地域
独自の伝統的な技術や文化を組み込むことは、地域
主導の里山生態系の管理を促す可能性が示唆された．

ため池は里山林の生物多様性を向上！

1年半の間に14種類の水棲生物を確認．これらの内の9種類は水域
と陸域の両方を生息地として利用する生活史を持つ．

ため池の周辺で5種類のほ乳類

を観察

→ため池は里山林に住む様々

なほ乳類を誘引する

→ため池は林内のほ乳類の生

息環境を改善？

ため池は教育資源として利用された
→里山の生態系サービス（文化的サービス）を改善
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図２．ため池の水棲生物相の変化．1回以上観察できた水棲生物のみを記載．
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表１．ため池を利用して行われた授業数と参
加学生数．

図３．林内のセンサーネットワークカメラの画像とため池周辺のほ乳類の足跡．

年度 授業数 参加学生数

2008 3 92

2009 4 174

(*:  幼虫)

自然資源の利用に関する地域独自の

伝統的な技術を里山再生活動に

組み込むことは、地域主導の里山生態系の

管理を促進する上で重要？
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■今回のため池の造成にあたり、地域住民の
積極的なサポートを受けることができた．
→地域住民がため池造成に強い関心を示した
理由は、年間の降水量が少ないという気候特
性と関わるこの土地独自の文化的な背景と関
係しているのかもしれない．
→地域主導の里山生態系の管理を進める上で、
里山再生活動への地域住民の積極的な参加は
必須である．

伝統的なため池造成技法—ため池は雨水を土手でせき止めることに
より造成された（図1）．ため池の土手は人力で造られた．土手の中
心には最上質粘土（中心はがね：透水性が極めて低い）を用い、土
手の周辺には上質粘土（透水性が低い）が使用された．

図1．ため池の横断面図最上質粘土
（中心はがね）
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